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１．目的 

鋼橋においては，漏水個所や部材の塗膜が薄くな

りやすいエッジ部などで早期に腐食が発生しやす

く，橋梁全体で一様に塗装の劣化が進行せず，部材

や部位により劣化の進行が異なる場合も多い 1)．そ

のため，早期に塗装劣化が生じた箇所については，

部分塗装を実施することで橋梁全体の再塗装の時期

を先送りが可能となり，ライフサイクルコストの縮

減を図ることとなる． 

しかしながら，部分塗装は施工規模が小さく，施

工の費用が見合わないことや部分塗装の実施箇所と

それ以外の箇所で色味の違いが生じるなどの景観性

の課題がある． 

本稿は，耐候性，防食性を有する樹脂シートを鋼

橋の部分塗装の代替としての適用性について，試験

施工から 1 年程度が経過した結果について報告する

ものである． 

２．メンテナンスシートの概要 

メンテナンスシートの外観を図１に，その概略を

図 2 に示す．本シートは，耐候性オレフィンフィル

ム層と粘着層の 2 層で構成されており，厚さは約 400

μm である．オレフィンフィルム層には，耐候性向

上を目的として紫外線吸収剤を配合し，屋外環境下

における紫外線による劣化および黄変を抑制してい

る．さらに，オレフィンフィルム層は防汚性，防水性，

ならびにガス遮断性を有する．加えて，本シートは無

色透明であるため，貼付け後も景観を損なうことな

く，剥離せずに内部の状態を確認することが可能で

あり，維持管理性に優れる． 

また，本シートは軽量で持ち運びやすく，現場の状

況にあわせて切断可能である．施工時は，貼付け箇所

の汚れを落とし（水拭き程度），離型フィルムを剥が

して押圧するだけである．貼付けにおいて特殊な技

能は必要とせず，施工性は非常に優れている． 

 

 

 

 

 

図 1．メンテナンスシートの外観 

 

図 2．メンテナンスシートの概略図 

 

３．防食性能確認試験の方法 

メンテナンスシートの実構造物での簡易補修への

適用を検討するため，実構造物で試験施工するとと

もに，その後の暴露試験により耐久性の確認を行っ

た．対象とした構造物は，一部で塗装の劣化や腐食が

生じている鋼橋の上部工および下部工，鋼製の高欄

とした．対象橋梁と部位を図 3 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．試験施工対象の橋梁と試験箇所 
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試験施工箇所：高欄 

B 橋 

試験施工箇所：方杖ラーメン橋 橋脚 

A 橋 

試験施工箇所：鋼箱桁橋 主桁 



塗装劣化や腐食が生じている箇所からメンテナン

スシートを貼付ける部位を選定し，シートの有無で

塗装劣化や腐食の進展に違いが生じるか，またシー

ト自体の耐久性や付着性に問題は無いか，などを確

認することとした． 

４．試験結果ならびに考察 

（１）施工性 

メンテナンスシートの貼付けにおいては，点検時

に簡易に施工することを想定し，点検員レベルの作

業員が人力で施工した．錆が発生している箇所につ

いては，健全な塗装部分を傷つけないように落とせ

る錆は除去した上で，ウエットティッシュで汚れを

落としてから，必要な大きさに切断されたシートを

貼付けた． 

錆落としを行った場

合においても，施工時

間は 15 分／箇所程度

であり，数カ所であれ

ば，点検員により点検

時に同時実施すること

は可能であると考えら

れる． 

（２）暴露試験の状況 

メンテナンスシートを貼り付けた箇所と，その隣

接部における塗装や錆，シートの経時変化の状況を

表１に示す．現状では施工から最長で 16 か月が経過

している状況であるが，メンテナンスシートを貼り

付けた箇所において，腐食の進展等は認められてお

らず，腐食の進行は抑制できている．シートの変状や

剥がれなどの不具合も発生していない． 

一方，隣接部では，Ａ橋で新たな点錆が発生してい

る以外に変化はない状況である．シートの効果の確

認の観点からは，更に長期間のモニタリングが必要

である． 

５．まとめ 

試験施工から短時間しか経過していない状況では

あるが，メンテナンスシートが腐食抑制に有効であ

る可能性が認められた．今後は長期的な耐久性につ

いてモニタリングを実施していくとともに，点検時

などの同時施工など効率的に対策が進められる仕組

みの構築も重要であり，体制の構築も併せて検討を

進めていく予定である． 
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図 4．施工状況 

表 1．試験施工箇所の塗装劣化・腐食の進展状況 


